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「梅の力」みなべ町と銀閣寺



　
平
成
26
年
の
各
区
の
区
長
さ
ん

が
下
表
の
よ
う
に
決
ま
り
、１
月
23

日（
木
）に
役
場
会
議
室
で
、初
区

長
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、各
区
長
さ
ん
を
自

治
振
興
委
員
と
し
て
委
嘱
し
た

後
、町
長
が
町
の
財
政
状
況
や
防

災
な
ど
の
行
政
課
題
を
報
告
し
、

地
域
の
代
表
と
し
て
町
と
区
民
の

間
で
、行
政
の
架
け
橋
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

し
た
。ま
た
、各
課
の
課
長
な
ど
か

ら
仕
事
の
説
明
や
事
業
へ
の
協
力

依
頼
を
し
ま
し
た
。

　
区
長
会
長
と
副
会
長
の
選
任
も

平成２６年　自治振興委員（区長）名簿

初区長会で
新区長さん方が顔合わせ

〔敬称略〕

 

　
１
月
30
日（
木
）、平
成
26
年
第

１
回
臨
時
町
議
会
が
開
会
さ
れ

（
会
期
１
日
）、５
議
案
を
上
程
し
、

慎
重
審
議
の
結
果
、全
て
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
堺
地
区
汚

水
管
渠
布
設
工
事（
そ
の
２
）、公

共
下
水
道
事
業
堺
地
区
汚
水
管

渠
布
設
工
事（
単
独
そ
の
２
）請

負
契
約
の
締
結

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、公
共

下
水
道
事
業
堺
地
区
汚
水
管
渠

布
設
工
事（
そ
の
２
）は
５
６
１
１

万
９
３
５
０
円
で
、公
共
下
水
道
事

業
堺
地
区
汚
水
管
渠
布
設
工
事

（
単
独
そ
の
２
）は
２
０
１
９
万
３
６

０
０
円
で
、株
式
会
社 

淺
川
組（
和

歌
山
市
）と
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

■
上
澗
農
地
造
成
水
路
災
害
復

旧
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
株
式
会
社
岩
本
興
産（
西
本

庄
）が
行
っ
て
い
る
同
工
事
に
つ
い

て
、盛
土
材
搬
入
計
画
の
変
更
等

に
伴
い
、３
９
５
２
万
５
１
５
０
円

を
増
額
し
、請
負
契
約
額
を
１
億

７
４
９
５
万
１
０
０
０
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

■
西
又
農
地
造
成
水
路
災
害
復

旧
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
杉
谷
産
業
株
式
会
社（
谷
口
）が

行
っ
て
い
る
同
工
事
に
つ
い
て
、現
地

内
流
用
土
の
土
質
試
験
結
果
に
基

づ
き
、盛
土
材
の
土
質
改
良
費
用

と
し
て
３
２
０
万
４
６
０
０
円
を
増

額
し
、請
負
契
約
額
を
１
億
４
２

０
万
２
０
０
０
円
に
変
更
す
る
も

の
で
す
。

■
み
な
べ
町
国
民
宿
舎
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
み
な
べ
町
国
民
宿
舎
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
、引
き
続
き「
一般
財

団
法
人
み
な
べ
町
開
発
公
社
」を

指
定
す
る
も
の
で
す
。平
成
25
年

第
４
回
定
例
議
会
で
否
決
さ
れ
た

案
件
に
つ
い
て
、再
度
審
議
を
お
願

い
し
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
９
０
万
円

を
追
加
し
、総
額
90
億
１
９
４
８

万
９
千
円
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、県
支
出
金
２

３
０
万
円
、前
年
度
繰
越
金
８
６
０

万
円
で
す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、医
薬
材
料
の

処
理
費
用
の
不
足
分
２
０
０
万

円
、埴
田
地
内
の
町
道
拝
殿
東
中

小
路
線
に
つ
い
て
、県
補
助
事
業
費

が
追
加
割
当
て
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

用
地
購
入
費
と
物
件
補
償
費
と
し

て
６
４
０
万
円
、老
朽
化
し
た
町
営

住
宅
の
修
繕
費
用
と
し
て
２
５
０

万
円
を
追
加
計
上
し
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
、会
長
に
東
吉
田
区
長
の

澤
竹
孝
幸
さ
ん
、副
会
長
に
徳
蔵

区
長
の
片
岡
延
行
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
１
年
間
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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５
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平
成
26
年
第
１
回
臨
時
町
議
会

　 堺 　
埴  田
片  町
新  町
北  道
南  道
　 芝 　
芝  崎
東 吉 田
気 佐 藤
新  庄
千 鹿 浦
山  内
東 岩 代
西 岩 代
谷  口
筋

２４５
５３７
１９６
　９０
２３１
１２３
１８０
３８７
２６９
　６３
　９７
　５２
２１８
１７０
１２５
１０４
１１６

田　畑　弘　幸
森　西　準　一
永　井　勇　次
前　田　耕　平
早　川　博　志
矢　間　　修
四斗邊　政　光
阪　本　　満
澤　竹　孝　幸
橋　川　　實
田　口　訓　生
山　﨑　憲　治
東　　　晴　武
中　本　善　行
殿　畑　博　久
大久保　博　司
樫　山　　靖　

徳  蔵
熊  岡
晩  稲
東 本 庄
西 本 庄
　 滝 　
熊 瀬 川
高  野
土  井
市 井 川
広  野
島 之 瀬
東神野川
木 ノ 川
軽 井 川
大  川
名 之 内

　７８
　６８
２９５
２７４
２１９
１３１
　４３
　８２
　２９
　４５
　２３
　３４
　５０
　５８
　６８
　４９
　５７

片　岡　延　行
大　木　寿　和
﨑　山　修　一
土　畑　登志夫
井　口　邦　和
中　内　　毅
芦　硲　幸　至
久　保　種　作
細　川　初　夫
川　口　英　信
中　平　吾　男
津　本　憲　一
西　　　紀　夫
大　野　好　治
大　澤　久　雄
森　本　浩　市
西　村　修　次

字名 区長名 世帯数 字名 区長名 世帯数

平
成
26
年
の
新
区
長

平
成
26
年
の
新
区
長

平
成
26
年
の
新
区
長

※世帯数は平成26年１月末現在の住民基本台帳の数

　
２
月
12
日
、み
な
べ
町
自
主
防
災

会
連
絡
協
議
会
の
平
成
26
年
第
１

回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
挨
拶
、各
地
区
委
員
の
自

己
紹
介
の
後
、役
員
の
選
任
を
行

い
、会
長
に
中
本
光
一
さ
ん（
東
吉

田
）、副
会
長
に
龍
神
睦
男
さ
ん

（
木
の
川
）、西
山
博
康
さ
ん(

筋)

が

引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、平
成
25
年
の
事
業
経

過
報
告
や
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
及

び
避
難
誘
導
表
示
板
の
作
成
・
設

置
に
つ
い
て
、平
成
26
年
事
業
計
画

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
防
災
事
業
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
和
歌
山
大
学
防
災
研
究
教

育
セ
ン
タ
ー
・
徳
島
大
学
環
境
防

災
研
究
セ
ン
タ
ー
の
照
本
清
峰
特

任
准
教
授
か
ら
、昨
年
ま
で
の
町

防
災
訓
練
の
調
査
結
果
な
ど
を
元

に
、災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
た
め
の
津
波
避
難
ル
ー
ル（
案
）

な
ど
も
提
案
さ
れ
、委
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
避
難
方
法
や
経
路
な

ど
に
つ
い
て
、活
発
な
意
見
や
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
防
災
訓
練
は
、各
自
主
防

災
会
で
、よ
り
実
践
的
な
取
り
組

み
を
実
施

　
今
年
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

昨
年
ま
で
の
南
部
・
岩
代
・
上
南

部
・
高
城
・
清
川
の
５
地
区
で
計
画

し
て
い
た
町
防
災
訓
練
は
行
わ
ず
、

各
自
主
防
災
会
で
協
議
し
、地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
、よ
り
実
践
的
な

訓
練
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
は
入
札
や
契
約
手
続
き
の
透

明
性
を
図
る
た
め
、第
三
者
機
関

と
し
て
入
札
状
況
審
査
委
員
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。委
員
会
の
設

置
は
町
民
の
方
の
公
平
な
目
で
審

査
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、町
が

行
う
公
共
工
事
の
入
札
と
契
約
手

続
き
の
透
明
性
を
よ
り
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、次
の
５
人
の
方
を
新
た
な

委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た（
任
期
は

２
年
と
な
って
い
ま
す
）。

◎
栗
山
光
夫（
東
吉
田
）、石
橋
勝

（
高
野
）、田
口
義
男（
北
道
）、花
光

倫
叶
子（
北
道
）、二
葉
美
智
子（
東

本
庄
）〔
敬
称
略
〕◎
は
委
員
長

　
新
委
員
に
よ
る
入
札
状
況
審
査

委
員
会
を
、昨
年
11
月
26
日
に
開

き
、25
年
度
上
半
期
に
お
け
る
発

注
状
況
に
つ
い
て
、町
か
ら
報
告

し
、委
員
会
が
抽
出
し
た
工
事
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

●
み
な
べ
町
浄
水
場
浄
水
池
更
新

工
事
に
つ
い
て

問
　
町
が
決
め
た
水
道
施
設
工
事

の
発
注
基
準
は
、３
千
万
円
が
上

限
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、今
回
の
工

事
は
そ
れ
以
上
の
額
と
な
っ
て
お

り
、町
内
業
者
を
選
定
し
た
理
由

は
。

答
　
基
準
は
３
千
万
円
と
な
って
い

ま
す
が
、３
千
万
円
を
超
え
る
工

事
に
つ
い
て
は
、指
名
審
査
会
を
開

き
選
定
業
者
を
決
定
し
て
い
ま

す
。そ
の
結
果
、今
回
は
町
内
の
業

者
を
指
名
し
ま
し
た
。

問
　
仮
設
タ
ン
ク
を
置
く
ス
ペ
ー
ス

に
新
し
い
タ
ン
ク
を
作
っ
て
、古
い
タ

ン
ク
と
交
換
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答
　
こ
の
施
設
は
河
川
敷
内
に
あ

る
た
め
、構
造
物
の
位
置
、場
所
を

変
更
す
る
と
な
る
と
、新
た
に
許

可
が
必
要
と
な
り
難
し
い
の
で
出

来
る
だ
け
施
設
の
位
置
を
変
え

ず
、元
通
り
の
位
置
、状
態
に
戻
す

と
い
う
形
で
県
の
許
可
を
も
ら
って

い
ま
す
。

●
千
里
ヶ
丘
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

修
工
事
に
つ
い
て

問
　
ス
タ
ン
ド
の
改
修
が
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、別
工
事
に
な
る
の

で
す
か
。

答
　
ス
タ
ン
ド
の
改
修
は
、別
途
発

注
に
な
り
ま
す
。改
修
後
の
ス
タ
ン

ド
の
収
容
人
数
は
、今
ま
で
の
３
０

０
人
か
ら
６
０
０
人
に
な
り
、ス
タ

ン
ド
ま
で
車
椅
子
で
い
け
る
よ
う
に

通
路
の
整
備
も
し
ま
し
た
。車
椅

子
用
の
観
覧
席
も
数
箇
所
設
け
て

い
ま
す
。

問
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
は
い
つ
頃

使
え
ま
す
か
。

答
　
11
月
の
中
頃
〜
12
月
の
中
頃

の
１
ヶ
月
間
で
芝
生
の
張
替
え
を

し
て
、２
月
の
中
頃
以
降
に
は
使
え

る
か
と
思
って
い
ま
す
。

＊
入
札
状
況
審
査
委
員
会
の
議
事

概
要
に
つ
い
て
は
、検
査
室
に
て
公

表
し
て
い
ま
す
。

中本会長を選任し、総会を開催

委
員
会
で
の
質
疑（
抜
粋
）

委
員
会
で
の
質
疑（
抜
粋
）

総
務
課 

検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課 

検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ
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催
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前芝ツヤ子さんが紺綬褒章を受章
いつもみなべ町を応援していただきありがとうございます

大切な「いのち」、自分で守ろう！　海や川で遊ぶときは、救命胴衣を着用しましょう

NEWS

　気佐藤地内の国道424号沿いに救命
胴衣着用を呼びかける大きな看板が設
置され、２月４日に南部保育所の園児や
関係者による除幕式が行われました。
　救命胴衣を着用していれば助かった
かもしれない事故が多く発生しています。
　海や川で遊ぶときは、自分の生命を守
るために救命胴衣を着用しましょう。

　町出身の前芝ツヤ子
さん（福岡県）が、紺綬
褒章を受章されました。
　ツヤ子さんは昨年２
月、「みなべ町の福祉や
教育行政に役立ててく
ださい」と、町に多額の
ご寄附をいただきました
ことから、今回紺綬褒章
が授与されました。
　１月27日に小谷町長と
豊田教育長が自宅を訪

問し、ツヤ子さんに褒章と木杯を伝達し受章を祝福しました。
　ツヤ子さんの夫、故前芝宗三郎氏も生前中、南部川村時代から長きにわたり、
子供達の健やかな成長や福祉行政の充実のため、故郷を応援してくださってい
ました。

地域をあげておもてなし　つるの湯温泉まつりは今年も大盛況

　２月16日、鶴の湯温
泉（熊瀬川）で、つるの
湯温泉まつりが行わ
れ、多くのみなさんが
訪れました。まつりでは
婦人会がさんまずしや
芋粥などを販売し、南
部高校吹奏楽部の演
奏会や歌謡ショーも催されました。みなさんお楽しみのもちまきでは、よもぎ餅やしそ餅など地元の食材を使った変わり餅
がまかれるなど、地域色いっぱいのまつりで、みなさんをおもてなししました。

広報みなべ　2014.3
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　２月７日、須賀神社（西本庄）の境内に設けられた会場で、「梅の力　みなべ町と銀閣寺」と題して、慈照寺の初代花
方珠寶氏による梅の花立てが披露されました。
　みなべ町内の白梅や椿などと銀閣寺の紅梅、熊笹を花材に、珠寶氏の花立てが始まると、会場内は心地よい緊張感
と静寂に包まれ、みなべ町と銀閣寺の文化が交流したすばらしい作品を見せていただきました。

凛とした静寂の中で、梅の花立てを披露   みなべの「白梅」と銀閣寺の「紅梅」が融合

　11日には、梅料理キャンペーンや梅茶サービス、12日には、オールみなべの物産展が開催され、海産物の販売や梅
ジュース作りの体験・試飲、紀州備長炭で焼いたイカやウルメイワシなど、みなべの味をみなさんに味わってもらいました。
　毎年大好評の梅料理の試食には、今年も始まる前から順番待ちの長い列ができました。

美味しいでしょう！
みなべの味を楽しんでください

　２月11日、12日、南部梅林内の梅林公園で、
「梅酒コレクション2014inみなべ」が開催され、
大勢のみなさんが見えられました。
　会場には、日本酒や焼酎などで作られた梅
酒がところ狭しと並べられ、訪れたみなさんは
好みの商品を選んで注いでもらい、様 な々梅酒
の味を楽しんでいました。

南部梅林・岩代大梅林から全国へ春をお届け開園中は、様々なイベントでお出迎え

目で楽しみ、口で楽しみ、健康に
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　チベットの王子は国民に食べさ

せるため、蛇王のところへ麦を取

りに行きますが、蛇王にみつかっ

て犬にされてしまいました。日本画

家による美しい挿絵が、お話ととも

に、忘れられない印象を残します。

●香月流幽雅な相談室　妖アパ

から人生まで（香月日輪）●遺跡

から調べよう（設楽博己）●北極

点をめざした黒人探検家マ

シュー・ヘンソン（ヴェラスケス）

●ぼくたちいそはまたんていだん

（三輪一雄）●どんぐりむし（藤丸

篤夫）●イヌとネコの体の不思議

（斎藤勝司）●のりができるまで

●さわこさんとハッポウくんのはじ

めての工作（まるばやしさわこ）

ゆめよみ館・子ども向け

　「もっと学びたい」という思い

から、７４歳で夜間中学入学、８

０歳で定時制高校に進学した

上中別府チエさん。高校では、

指名を受け野球部に入部。彼

女の優しさや学ぶ姿が部員やク

ラスメートを支えてきました。読

後、元気をもらえる一冊です。

●山桜記（葉室麟）●写字室の

旅（ポール・オースター）●作家

的時評集2008-2013（髙村薫）

●オレがマリオ（俵万智）●共に

生きるということ（緒方貞子）

●今日から成年後見人になりま

した（児島明日美ほか）●昆布

水のごちそうレシピ１２ヶ月（喜多

條清光）

ゆめよみ館・大人向け

　江戸時代のお店はどんな様
子だったのでしょう。この本では
江戸時代の薬屋さん、おもちゃ屋
さん、本屋さんなどのお店の中
や、並んでいる品物の作り方など
が描かれています。お店の中を
見るのは、いつの時代でも楽しい
ですね。さあ、タイムスリップしてお
買い物へでかけましょう。
●パン屋のこびととハリネズミ（ア
ニー・Ｍ・Ｇ・シュミット）●君たちは
どう生きるか（吉野源三郎）●ど
んぐりむし（有沢重雄）

上南部分館・子ども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館　おはなしの会
3月12日（水）午後3時から

　震災から３年。被災された方達のことを心に刻み、“これか
らできること”を考えてみませんか。東北の今を伝える本、防災
や原子力発電に関する本などを紹介します。

「忘れない　３・１１」1階

　今も、高い放射能におびえながらくらす東北の子どもたち。
子どもたちの作文や、原発、つなみのことなどを学びつづけな
いと、わすれたころにまた、災害はやってきそうです。

「わすれない　３・１１」2階

「犬になった王子」
 　　  　　　  　君島久子（岩波書店）

83
歳
の
女
子
高
生
球
児

　

　
　
　
　
　上
中
別
府
チ
エ（
主
婦
の
友
社
）

江
戸
の
お
店
や
さ
ん

　
　
　
　
　
　

   

藤
川
智
子（
ほ
る
ぷ
出
版
）

１日（土）わくわくタイム（10：30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

３日（月）休館

８日（土）おはなし会（14:00～）

９日（日）さいとうしのぶさん講演会

　　　（14：00～・南部公民館）

10日（月）休館

11日（火）梅の里カメラクラブ写真展

　　　　（～25日）

13日（木）ちいさいひとのためのおはなし会

　　　　（0～3歳）（10：30～）

15日（土）おはなし会（14:00～）

17日（月）休館

21日（水）休館（春分の日）

22日（土）ビデオ上映会（10：30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

24日（月）休館

27日（木）ちいさいひとのためのおはなし会

　　　　（0～3歳）（10：30～）

29日（土）おはなし会（14:00～）

31日（月）休館

4月1日（火）休館（月末休館日）

ゆめよみ館・3月のカレンダー

●恋歌（朝井まかて）●ザ・タイ
ガース 世界はぼくらを待っていた
（磯前順一）●四季折々の折り紙 
紙で作るつるし飾り（麻生玲子）

　南部高校、神島高校、田
辺工業高校のみなさんの
作品を、多くの方がご覧くだ
さいました。大好評でした！

　職員おすすめの本の展示と、ボランティアさんによるおはなし会
があります。どうぞお越しください。時間はいずれも２時からです。

ポップ展を開催

春休み・本の巡回展示とおはなし会

　みなべの身近な風景や、名所地の風景など素敵な作品ばかり
です。ぜひご覧ください。

梅の里カメラクラブ写真展

　

3月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信

日時　３月11日（火）～25日（火）
場所　ゆめよみ館１階　展示コーナー

※ゆめよみ館のおはなし会は４月５日（土）です。

３月25日（火）高城公民館　26日（水）清川公民館
　　28日（金）上南部分館　30日（日）～４月６日（日）ゆめよみ館
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の

　
平
成
26
年
度
学
校
給
食
用
食

材
等
物
資（
青
果
、食
肉
、魚
、乾

物
、調
味
料
、冷
凍
食
品
等
）納

入
登
録
業
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　

　
３
月
３
日（
月
）〜
３
月
31
日

（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で（
土・日・祝
日
を
除
く
）

■
応
募
資
格

　
み
な
べ
町
物
品
製
造
等
競
争

参
加
資
格
審
査
申
請
書
提
出
済

で
あ
る
こ
と（
詳
し
く
は
、み
な
べ

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ

い
）。

■
提
出
書
類

　
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

登
録
申
請
書

■
登
録
期
間

　
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日

■
提
出
先
　

教
育
委
員
会
　
教
育
学
習
課

　
〒
６
４
５―

０
０
２
６

　
み
な
べ
町
谷
口
３
０
１
│
４

応
募
は
郵
送
で
も
可
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

平
成 

　
年
度
学
校
給
食
用
食
材
等

物
資
納
入
登
録
業
者
を
募
集
し
ま
す

26

　
春
先
は
寒
さ
が
残
り
、家
庭
や

職
場
で
は
暖
房
器
具
な
ど
火
を

使
用
す
る
機
会
が
ま
だ
多
く
、

ま
た
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た

め
、ち
ょっ
と
し
た
不
注
意
か
ら

火
災
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。住
宅
火
災
の
多
く
は
、タ
バ
コ

や
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
が
、ふ
と
ん
や

衣
類
な
ど
に
燃
え
移
る
事
に
よ
っ

て
発
生
し
て
い
ま
す
。　
　

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、火
の
用
心
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
家
庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を

い
ち
早
く
キ
ャッ
チ
し
、知
ら
せ
て

く
れ
る
の
が
、住
宅
用
火
災
警
報

器
で
す
。住
宅
火
災
に
よ
る
逃
げ

遅
れ
や
大
事
な
財
産
を
守
る
た

め
に
も
、ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、至
急
設
置
し
て
く
だ
さ

い（
消
防
法
で
、全
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

『
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

﹇
３
つ
の
習
慣
﹈

●
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

﹇
４
つ
の
対
策
﹈

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

●
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎

品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

住宅防火

３
月
１
日
〜
７
日
は

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ
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高
城
中
学
校
・
清
川
中
学
校
閉
校
式
の
ご
案
内

高
城
中
学
校
・
清
川
中
学
校 

閉
校
式
の
ご
案
内

図
　
書
　
館（
℡
７2
ー
１
４
１
０
）

図
　
書
　
館（
℡
７2
ー
１
４
１
０
）

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

う
　
め
　
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）

う
　
め
　
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）

平
成
26
年
度
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る

３
月
議
会
は
３
日
か
ら
開
会
予
定

　
来
年
度（
平
成
26
年
度
）４
月

採
用
の
町
立
図
書
館
臨
時
職

員
、南
部
学
童
保
育
所
臨
時
指

導
員
、う
め
振
興
館
臨
時
職
員

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
図
書
館
臨
時
職
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

※

書
類
審
査
後
、面
接
試
験
を

行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
図
書
館
司
書
資

格
取
得
者（
３
月
末
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
者
も
可
）

■
募
集
期
間
　
３
月
７
日（
金
）

〜
３
月
18
日（
火
）午
前
９
時
〜

午
後
６
時
ま
で（
月
曜
日
を
除

く
）

■
提
出
書
類
　
履
歴
書
、図
書

館
司
書
資
格
証
明
書

■
提
出
先
　
み
な
べ
町
立
図
書

館（
み
な
べ
町
芝
５
０
３
│
１
）

※

応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但

し
、３
月
18
日（
火
）ま
で
必
着
の

こ
と
。

■
採
用
予
定
期
間
　
平
成
26
年

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31

日（
社
保
な
ど
各
種
保
険
あ
り

ま
す
）

　
く
わ
し
く
は
、図
書
館（
℡
72

│
１
４
１
０
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
南
部
学
童
保
育
所
　
臨
時

指
導
員
】

■
募
集
人
員
　
２
名

※

書
類
審
査
後
、面
接
試
験
を

行
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
３
月
７
日（
金
）

〜
３
月
18
日（
火
）午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
ま
で（
土・日
曜

日
を
除
く
）

■
提
出
書
類
　
履
歴
書

■
提
出
先
　
教
育
学
習
課（
み

な
べ
町
谷
口
３
０
１
│
４・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
）

※

応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但
し
、

３
月
18
日（
火
）ま
で
必
着
の
こ

と
。

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
な
ど

を
審
議
す
る
、平
成
26
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会（
３
月
議
会
）は
、

３
月
３
日（
月
）か
ら
開
会
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
３
月
議
会
で
は
、平
成
26
年
度

の
町
政
の
運
営
に
あ
た
り
町
長

が
重
要
施
策
や
予
算
に
つ
い
て
表

明
す
る
施
政
方
針
や一般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
当
初
予
算
な
ど

町
民
の
暮
ら
し
に
関
連
す
る
案

件
が
審
議
さ
れ
ま
す
。ま
た
、町

が
行
う
事
業
な
ど
に
つ
い
て
各
議

員
が
質
問
す
る「
一
般
質
問
」も

行
わ
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
、お
誘

い
合
わ
せ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
開
会
日
や
一
般
質
問
な
ど
議

会
日
程
に
つ
い
て
は
、町
内
一斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
採
用
予
定
期
間
　
平
成
26
年

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31

日　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課

（
℡
74
│
３
１
３
４
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
う
め
振
興
館
臨
時
職
員
】

■
募
集
人
員
　
２
名

※

応
募
者
が
多
い
場
合
は
、面
接

で
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
要
件
　

○
40
歳
位
ま
で（
現
在
は
女
性
が

従
事
し
て
い
ま
す
）

○
土
・日
曜
日
・
祝
日
に
勤
務
可

能
な
方

■
募
集
期
間
　
３
月
７
日（
金
）

〜
18
日（
火
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で（
土・日
曜
日
を

除
く
）

■
提
出
書
類
　
履
歴
書

■
提
出
先
　
う
め
課（
み
な
べ
町

芝
７
４
２
）

※

応
募
は
、郵
送
で
も
可
。但
し
、

３
月
18
日（
火
）ま
で
必
着
の
こ

と
。

■
採
用
予
定
期
間
　
平
成
26
年

４
月
1
日
〜
平
成
26
年
9
月
30

日（
社
保
な
ど
各
種
保
険
あ
り

ま
す
）

　
く
わ
し
く
は
、う
め
課（
℡
74

│
３
２
７
６
）へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

　
高
城
中
学
校
と
清
川
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、平
成
26
年
４
月

か
ら
新
し
く「
高
城
中
学
校
」と
な
り
ま
す
。今
後
と
も
、地
域
の

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
城・清
川
両
校
で
は
、次
の
と
お
り
閉
校
式
を
執
り
行
い
ま

す
。

●
清
川
中
学
校
　
３
月
23
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
清
川
中
体
育
館

●
高
城
中
学
校
　
３
月
24
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
高
城
中
体
育
館
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納
税
は
口
座
振
替
で

確
定
申
告
書
の
作
成
は

町
県
民
税
の

扶
養
控
除
と
な
る
人
は

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

町
県
民
税
の
納
税
は

　
軽
自
動
車
税
は
、生
活
保
護

法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
、身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方（※

）が
所
有
し
て
使
用
す
る

場
合
、申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
、４
月
１
日
か
ら

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
日（
平
成

26
年
度
は
４
月
30
日
）の
７
日
前

の
４
月
23
日（
水
）ま
で
で
す
。４

月
23
日
を
過
ぎ
た
場
合
の
減
免

申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。申
請
と
お
問

い
合
わ
せ
は
、役
場
税
務
課
へ
。

※

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

を
所
有
す
る
方

＊消費税は、消費税（国税）率と地方消費税（都道府
県税）率であり、地方消費税は税収の２分の１相当額
を「人口・従業者数」であん分され、各市町村に交付
されます。

　平成26年４月１日から消費税率（国・地方）が
５％から８％に引き上げられます。引き上げ分の
消費税収は、年金や医療などの社会保障の充実と
安定化に使われます。

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
と

町
県
民
税
の
申
告
は
３
月    

日
ま
で

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
、

４
月
１
日
〜
４
月
　
日
ま
で

17

23

　平成26年４月１日から消費税率（国・地方）が

消費税率（国・地方）の
引き上げについて

　
平
成
25
年
分
の
所
得
税
と
贈

与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、町

県
民
税
の
申
告
は
、
３
月
17
日

（
月
）ま
で
で
す
。

　
町
で
は
、最
終
日
ま
で
役
場
で

申
告
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
中
、申
告
会
場
は
混
雑
し

ま
す
の
で
、申
告
書
や
収
支
内
訳

書
な
ど
を
、自
分
で
責
任
を
も
っ

て
正
確
に
記
入
し
て
き
て
い
た
だ

く
と
、早
め
に
済
ま
せ
ら
れ
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、消
費
税
と
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
と
納
期
限
は
、３

月
31
日（
月
）で
す
。（
申
告
は
御

坊
税
務
署（
℡
０
７
３
８
│
22
│

０
６
９
５
）へ

　
納
税
は
、口
座
振
替
で
も
で
き

ま
す
。振
替
期
日
は
、所
得
税
確

定
申
告
分
が
４
月
22
日（
火
）、

消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
分
が
４
月
24
日（
木
）で
す
。

　
個
人
の
町
県
民
税
は
、そ
の
年

の
１
月
１
日
現
在
に
住
ん
で
い
る

市
町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。例

え
ば
、平
成
26
年
１
月
２
日
に
み

な
べ
町
か
ら
他
の
市
町
村
に
転
出

さ
れ
た
場
合
で
も
、そ
の
年
の
納

税
は
１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
み

な
べ
町
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す

①
前
年
中
の
各
種
所
得
の
な
い

人
。

②
前
年
中
の
所
得
の
全
部
が
給

与
所
得
等
だ
け
の
人
で
、そ
の
合

計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
の

人
。

※

こ
の
う
ち
平
成
３
年
１
月
２
日

〜
平
成
７
年
１
月
１
日
生
ま
れ
の

人
は
特
定
扶
養
親
族
、昭
和
19

年
１
月
１
日
生
ま
れ
以
前
の
人

は
老
人
扶
養
親
族
に
該
当
し
ま

す
。

※

年
少
扶
養
親
族（
平
成
10
年

１
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

が
い
る
場
合
は
申
告
書
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
扶
養
控
除

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん（
平
成
24
年

度
よ
り
年
少
扶
養
控
除
は
廃
止

に
な
り
ま
し
た
）。

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要

で
す
。

　
な
お
、住
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、税
務
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等

を
入
力
す
れ
ば
、税
額
な
ど
自
動

計
算
さ
れ
、所
得
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
等
が
作
成
で

き
ま
す
。

 

作
成
し
た
申
告
書
等
は
、郵
送

な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
が
、ｅ
│
Ｔ

ａｘ
を
利
用
す
れ
ば
、自
宅
な
ど
に

い
な
が
ら
、申
告
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
提
出
で
き
ま
す（
な
おｅ
│
Ｔａ

ｘ
を
利
用
す
る
に
は
、別
途
、電
子

証
明
書
付
き
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
が
必
要
で
す
）。

　
く
わ
し
く
は
、御
坊
税
務
署

ま
た
は
役
場
税
務
課
へ
。

 
地方消費税　1％

消費税　4％

5％

現　行

地方消費税　1.7％

消費税　6.3％

8％

平成26年4月1日～
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　４月からの消費税改正に伴
い、し尿の汲み取り料金と浄
化槽清掃料金が、増税分（５％
から８％に）変更されますの
で、ご了承ください。

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

ご
み
収
集
日
及
び
ご
み
焼
却
場
で
の

受
付
時
間
が
変
更
さ
れ
ま
す

木
曜
日
の
時
間
外
に「
住
民
票
」と「
印
鑑
登
録
証
明
書
」

の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
で
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ

る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

■
支
給
要
件
に
つ
い
て

　
次
の
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
子
ど
も（
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
、最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
者
、ま
た
は
20
歳
未

満
で一定
の
障
が
い
の
あ
る
者
）を

監
護
し
、か
つ
、生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
場
合

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子

ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子

ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
子
ど
も

⑤
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子

ど
も

⑥
そ
の
他（
父
ま
た
は
母
が
１
年

以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、父

ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
、婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
な
ど
）

※

請
求
者
や
子
ど
も
が
公
的
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
と
き
や
、

子
ど
も
が
日
本
国
内
に
住
所
を

有
し
な
い
と
き
、児
童
福
祉
施
設

等
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
に

つい
て
は
、ご
相
談
下
さ
い
。

■
平
成
26
年
度
手
当
額（
月
額
）

 

受
給
者
が
監
護・養
育
す
る
子

ど
も
の
数
や
、受
給
者
の
所
得
等

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

●
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
　
４
１
０
２
０
円

一
部
支
給
　
９
６
８
０
円
〜
４
１

０
１
０
円

●
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
加
算
額
　
５
０
０
０
円
、

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
　
３
０

０
０
円

※

所
得
制
限
が
あ
り
、所
得
制

限
を
超
え
た
場
合
は
、全
額
支
給

停
止
と
な
り
ま
す
。ま
た
、扶
養

　
お
仕
事
な
ど
の
都
合
で
、役
場

の
執
務
時
間
内
に
お
越
し
い
た
だ

け
な
い
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、住
民
環
境
課
の
窓
口
業
務

の一部
を
、毎
週
木
曜
日（
年
末
年

始
、祝
日
を
除
く
）は
、午
後
７
時

ま
で
行
って
い
ま
す
。

　
木
曜
日
の
時
間
外
に「
住
民

票
」や「
印
鑑
登
録
証
明
書
」の

発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、必
ず

事
前
予
約（
開
庁
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
３
月
末
で
町
の
ご
み
焼
却
場
で

の
ご
み
焼
却
は
終
了
と
な
り
、４

月
か
ら
燃
や
す
ご
み
は
、す
さ
み

町
で
焼
却
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、一部
地
区
の
資
源

ご
み（
衣
類
）の
収
集
日
を
変
更

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

収
集
日
に
つ
い
て
は
、み
な
べ
町
ご

み
収
集
こ
よ
み
を
ご
確
認
の
う

え
、ご
み
出
し
を
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、ご
み
焼
却
場（
山
内
）

で
の
燃
や
す
ご
み
の
受
付
時
間
が

３
月
24
日（
月
）か
ら
変
更
さ
れ

ま
す
の
で
、直
接
搬
入
さ
れ
る
方

は
、受
付
時
間
内
に
お
願
い
し
ま

す
。

【
変
更
さ
れ
る
地
区
等
】

●
地

　区

　
南
道（
中
島
を
除
く
）、気
佐

藤
、新
庄
、千
鹿
浦
、山
内
、東
岩

代
、西
岩
代

●
収
集
日

　
衣
類
の
収
集
日
が
第
３
土
曜

日
に（
変
更
前
は
第
１
月
曜
日
）

【
焼
却
場
の
受
付
時
間
】

●
燃
や
す
ご
み

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
前
11

時
ま
で

※

燃
や
す
ご
み
以
外
の
ご
み
の
受

付
は
、通
常
ど
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

※

厨
芥（
残
飯
な
ど
）類
の
水
切

り
は
十
分
に
行
って
く
だ
さ
い
。

義
務
者（
同
居
の
直
系
血
族
お
よ

び
兄
弟
姉
妹
）が
い
る
場
合
は
、

そ
の
方
の
所
得
審
査
も
あ
り
ま

す
。

※

く
わ
し
く
は
、住
民
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報みなべ　2014.3

10

平成26年度　狂犬病予防集合注射について

　飼い犬の登録と狂犬病予防注射を、下記の日程で実施します
ので、生後９１日以上の犬を飼われている方は、最寄りの場所で
受けてください

①注射の事故を防ぐため犬を保定（押さえる）できる方が連れて来てください。
②犬は健康体であることが前提です。（注射前１週間は、普段どおり調子のいいことを目安にしてください。）
③次の犬は最寄りの動物病院でご相談の上、注射を受けることをおすすめします。
●注射の日に押さえられる人がいないとき　●慢性的病気を持っている犬　●最近治療や予防などの処置を受
けた犬　●興奮しやすい性格の犬　●妊娠または発情などで普段と違う状態にある犬

　狂犬病は、人を含めた全ての哺乳類が感染し、発病すると治療方法がない怖い病気です。万が一の発生時
に、大流行を防ぐために、次の２つがとても大切で、法律で義務づけられています。

①犬を登録する（登録は生涯１回です）②狂犬病予防注射は、毎年１回、必ず接種する
※犬の登録は、集合注射当日に出来ますが、混雑が予想されるため、前もって住民環境課で登録を済まされるこ
とをおすすめします。また、飼い犬が死亡したときや、犬の所在地、所有者の住所など、登録内容を変更したときも
住民環境課に届出が必要です。

注射に来られる方へ『注意事項』

狂犬病は依然として世界中の国々で発生しています

堺区民センター前

芝崎会館前

中川進物店様前

筋会館前

山内会場前

岩代駅前

南道会館前

はあと館前

熊瀬川旧集出荷場

天宝橋

滝会場前

高城公民館前

東神野川会場前

大野洋海様宅前

上軽井川会館下

清川公民館前

名之内消防車庫横

旧受領集出荷場

辺川会場前

西本庄区民会館前

東本庄幼児公園駐車場

ふれ愛センター前

介護予防センター前

みかへりや様駐車場

熊岡会場前

役場駐車場

13：30～14：00

14：15～14：30

14：45～15：15

15：30～16：00

13：30～14：00

14：15～14：45

15：00～15：15

15：25～16：00

 9：30～10：00

10：10～10：35

10：45～10：55

11：05～11：25

12：40～12：55

13：10～13：30

13：45～14：00

14：10～14：35

14：45～14：55

  9：30～  9：50

10：00～10：30

10：45～11：40

12：00～12：20

13：20～14：00

14：15～14：45

14：55～15：25

15：35～16：00

16：00～18：00

堺

芝　崎

東吉田

筋

山　内

西岩代

南　道

片　町

熊瀬川

高　野

滝

広　野

東神野川

木の川

軽井川

軽井川

名之内

地　区

場　　所
月　日 月　日時　間

4月23日
(水）

4月24日
(木）

4月25日
(金）

4月30日
(水）

4月28日
(月）

実施場所

東本庄

東本庄

西本庄

東本庄

東本庄

晩　稲

晩　稲

熊　岡

芝

◎料　金　　《おつりの必要がないようにお願いします》

新 規 登 録 料

予防注射及び注射済票代

1頭につき　3,000円

※登録済みの犬は不要です。

1頭につき　3,190円

（内訳／予防注射代2,640円

注射済票代550円）

※４月からの消費税の
変更に伴い、予防注射
代が改正されます。

地　区

場　　所
時　間

実施場所
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３
月
末
ま
で
に
、国
民
健
康
保

険（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
、保
健
福
祉
課
か
ら
新
し

い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
へ

は
、新
し
い
保
険
証
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、古
い
保
険
証
は

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、４
月

１
日
〜
来
年
３
月
31
日
ま
で
１

年
間
で
す
。

　
但
し
、次
の
よ
う
な
場
合
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
年
度
の
途
中
に
65
歳
に
な
る

退
職
者
医
療
制
度（※

）の
被
保

険
者
は
、一
般
被
保
険
者
に
変
わ

る
た
め
、65
歳
の
誕
生
月
の
末
日

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
の
末

日
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、そ
の
被
扶
養
者
が
被
保
険
者

よ
り
若
い
場
合
は
、同
じ
有
効
期

限
に
な
り
ま
す
。

●
年
度
の
途
中
に
75
歳
に
な
る

方
は
、誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、75

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
保
険
証
は
、平
成
25
年
度
と

そ
れ
ま
で
の
国
保
税
の
全
部
、ま

た
は
一
部
に
滞
納
の
あ
る
世
帯
に

は
郵
送
で
き
ま
せ
ん
。

　
滞
納
の
あ
る
方
は
、保
健
福
祉

課
の
窓
口
へ
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。し
か

し
、国
保
税
を
完
納
し
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
、保
険
証
の
期
限
が

１
年
未
満
の
短
期
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
納
期
限
か
ら
１
年
間
を
過
ぎ

て
滞
納
す
る
と
、保
険
証
を
返
し

て
も
ら
い
、「
資
格
証
明
書
」を
お

渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。資

格
証
明
書
は
、国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の

も
の
で
す
の
で
、医
療
機
関
で
受

診
す
る
時
は
、全
額（
10
割
）を
自

己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
国
保
税
は
、納
期
限
内
に
納
め

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。病
気
や
廃
業
等
や
む
を
得

な
い
事
情
で
納
め
る
の
が
難
し
い

と
い
う
方
は
、税
務
課
国
保
税
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
〜

74
歳
の
方
の
う
ち
、一定
の
所
得
が

あ
る
方
以
外
の
方
の
医
療
費
自

己
負
担
割
合
は
、平
成
25
年
度
ま

で
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
負
担
に

据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、平

成
26
年
度
か
ら
は
特
例
措
置
が

見
直
さ
れ
、平
成
26
年
４
月
２
日

以
降
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

方
か
ら
窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り

ま
す
。た
だ
し
、昭
和
19
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、こ

れ
ま
で
ど
お
り
１
割
負
担
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。ま
た
一
定
の
所
得

が
あ
る
方
の
自
己
負
担
割
合
も

３
割
の
ま
ま
で
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
会
社
や
役
所
な
ど
を
退

職
し
て
年
金
を
受
け
る
65
歳

ま
で
の
方
と
そ
の
被
扶
養
者

が
加
入
し
ま
す
。こ
の
制
度
へ

の
加
入
に
は
、届
け
出
が
必

要
で
す
。対
象
に
な
る
が
ま

だ
未
加
入
と
い
う
方
は
、届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
滞
納
の
あ
る
方
に

は
郵
送
で
き
ま
せ
ん

納
税
が
困
難
と
い
う
方
は

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

国
保
加
入
の
70
歳
〜
74
歳
の
方
の

医
療
費
負
担
が
変
わ
り
ま
す

１
年
以
上
滞
納
す
る
と

保
険
証
の
代
わ
り
に

資
格
証
明
書
を
発
行

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
（
カ
ー
ド
）

を
お
届
け
し
ま
す

平成25年度まで 平成26年度から

※

国
保
の
退
職
者
医
療
制
度

　
移
植
医
療
に
関
す
る
啓
発
や

知
識
の
普
及
を
進
め
る
た
め
、み

な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
保
険
証

の
裏
面
に
、臓
器
提
供
に
関
す
る

意
思
表
示
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
意
思
表
示
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
就
学
や
転
勤
な
ど
で
他
の
市

町
村
に
住
む
と
き
、就
職
な
ど
で

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
や
退
職
な
ど
で
脱
退
し
た

と
き
は
、14
日
以
内
に
国
保
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す

保
険
証
の
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

３
月
・
４
月
は
、

入
学
・
就
職
・
退
職
な
ど
、

何
か
と
忙
し
い
季
節
で
す
が
、

国
保
の
手
続
も
お
忘
れ
な
く
!!

70歳以上75歳未満の人の自己負担割合

昭和19年４月１日
以前生まれの人 １割

昭和19年４月2日
以降生まれの人

一定の所得がある方

2割

3割

１割
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　
在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当

は
、障
が
い
が
あ
り
自
宅
で
生
活

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
額
は
月
額
４
０
０
０
円
、

９
月
と
３
月
に
半
年
分
ず
つ
支

払
わ
れ
ま
す
。）

■
対
象
者

●
20
歳
以
上
で
●
１
年
以
上
み

な
べ
町
に
住
ん
で
お
り
●
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
、次
の

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
４

級
の
い
ず
れ
か
を
持
って
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ・Ｂ
の
い
ず
れ
か

を
持
って
い
る

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
〜
３
級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ

て
い
る

■
受
給
制
限

　
収
入
制
限（
74
万
４
１
０
０
円

以
下
）が
あ
り
ま
す
。

（
例
　
国
民
年
金
障
害
基
礎
年

金
１
級
・２
級
の
い
ず
れ
か
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、年
金
額
が
制

限
額
を
超
え
る
の
で
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
）

　
こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
が
、ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

と
い
う
方
は
、

●
上
記
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の

手
帳
●
印
鑑
●
国
民
年
金
な
ど

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

年
金
支
払
い
通
知
書
な
ど
を
持
っ

て
、保
健
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
す
で
に
申
請
を
済
ま
せ
て

い
る
方
は
結
構
で
す
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、次

の
お
子
さ
ん（
20
歳
未
満
）を
、家

庭
で
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
児
童

●
身
体
や
知
的
、ま
た
は
精
神

に
、政
令
で
認
め
る
以
上
の
障
が

い
が
あ
る

●
長
期
に
わ
た
っ
て
、安
静
を
必

要
と
す
る
病
状
に
あ
る

■
受
給
制
限

●
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、除
か
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※

く
わ
し
く
は
、保
健
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
平
成
26・27
年
度
の
保
険

料
率
等
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員

が
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ
く

「
均
等
割
額
」と
、所
得
に
応
じ
て

決
ま
る「
所
得
割
額
」の
合
計
額

と
な
り
ま
す
。所
得
の
少
な
い
方

な
ど
に
は
、今
ま
で
ど
お
り
軽
減

制
度
が
あ
り
、さ
ら
に
均
等
割
額

の
５
割・２
割
軽
減
の
対
象
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
保
険
料
額
の
通

知
は
、7
月
中
旬
に
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、後
期
高
齢
者
医

療
対
象
者
の
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の

た
め
、健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　
対
象
の
方
に
は
、５
月
下
旬
に

受
診
券
を
直
接
お
送
り
し
ま

す
。今
年
か
ら
、受
診
券
発
行
の

申
込
み
手
続
き
が
不
要
に
な
り

ま
し
た
の
で
、ご
案
内
の
往
復
は

が
き
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。

●
受
診
期
間
　
平
成
26
年
６
月

２
日
か
ら
平
成
27
年
２
月
28
日

●
受
診
場
所
　
受
診
券
に
同
封

す
る
一
覧
表
に
記
載
し
て
い
る
医

療
機
関

●
自
己
負
担
　
６
０
０
円

●
検
査
項
目

　〔基
本
項
目
〕問

診
、計
測（
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ

Ｉ
）、血
圧
測
定
、診
察
、血
液
検

査（
脂
質
・
肝
機
能
・
代
謝
）、検

尿
　〔
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た

方
へ
の
追
加
項
目
〕貧
血
検
査
、

心
電
図
検
査
、眼
底
検
査

○
す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け

て
い
る
方
は
、受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で

定
期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
い
る
方
は
、主
治
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合（
℡
０
７
３
│
４
２
８
│

６
６
８
８

保
険
料
率
等
が
改
定
さ
れ
ま
す

健
康
診
査
の
ご
案
内

区 分

所 得 割 率

均 等 割 額

平成26・27年度

8.55％

44,730円

57万円

平成24・25年度

7.92％

41,372円

55万円賦課限度額
（上限保険料額）
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も
し
、あ
な
た
が「
生
き
る
の

が
つ
ら
い
」と
思
っ
た
り
、悩
み
事

が
あ
っ
た
ら
、ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
ず
に
、ま
ず
は
相
談
し
て
下
さ

い
。一
緒
に
解
決
に
向
か
い
ま
し
ょ

う
。

　
相
談
は
、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
へ

（
月
〜
金
、午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に

〔
気
づ
き
〕家
族
や
仲
間
の
変
化

に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る

〔
傾
　
聴
〕本
人
の
気
持
ち
を
尊

重
し
、耳
を
傾
け
る

〔
つ
な
ぎ
〕早
め
に
専
門
家
に
相

談
す
る
よ
う
促
す

〔
見
守
り
〕温
か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
、じ
っ
く
り
と
見
守
る

　「
み
な
べ・お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
」

は
、室
内
プ
ー
ル
で
の
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
行
い
、運
動
機
能
の
維
持
・
向

上
を
図
る
事
業
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、楽
し
く

い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
、約

３
ヶ
月
間
、み
ん
な
と一緒
に
楽
し

く
運
動
し
、心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者
　

　
町
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
、

介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方＊
必
ず
主
治
医
の
情
報
提
供
書

が
必
要
で
す（
費
用
は
実
費
と
な

り
ま
す
）

■
会
場

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
白
浜（
白
浜
町
）

＊
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
か
ら
バ
ス
で

送
迎

■
期
間

　
平
成
26
年
４
月
18
日
〜
６
月

末（
毎
週
金
曜
日
　
全
11
回
）

　
午
後
12
時
〜
午
後
4
時
30
分

（
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
出
発
か
ら
解

散
ま
で
）

■
内
容

○
プ
ー
ル
で
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

○
大
広
間
で
の
腰
痛
体
操
や
肩

こ
り
体
操
な
ど

■
利
用
料

　
再
利
用
者
は
５
０
０
円
／
回

＊
申
し
込
み
時
に
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
１
０
１
０
円
が
別
途
必
要
で

す■
服
装・準
備
物

　
水
着（
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る
方
は

１
０
０
円
／
回
）・着
替
え・フェ
イ

ス
タ
オ
ル・バ
ス
タ
オ
ル・お
茶
や
ス

ポ
ー
ツ
飲
料

■
定
員
　
25
名

　
希
望
者
多
数
の
場
合
は
優
先

度
で
判
断
し
ま
す

■
申
込
締
切

　
４
月
10
日（
木
）ま
で（
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
）

■
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
74

－８
０
６
５
）へ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
　
　「
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！
」 

あなたの歯、大丈夫ですか？あなたの歯、大丈夫ですか？
40歳・50歳・60歳・70歳の節目となる年齢の方を対象に、
歯周病検診を無料で実施しています。

昨年４月に対象者に案内（問診票等）を送っています。
無料で受診できる期限は３月末までです。
まだ受診されていない方はぜひ歯科医院に直接受診下さい。

歯周病は、生活習慣病です。
歯周病は、成人の80％以上の人がかかっており、歯を失う
大きな原因がこの歯周病です。
私たちの日々の生活の中には、歯周病になりやすい危険因
子が潜んでいます。 

口の中の危険因子

身体的な危険因子

①歯磨きがおろそかになり歯垢がたくさんついている。
②歯ぎしりにより、歯や歯を支える組織に極端に強い力が加わる。
③歯と歯の間に食べ物が強く押し込まれている。
④噛み合わせが悪い。 

①喫煙するとたばこに含まれるニコチンにより歯周病が悪化。
②糖尿病や血液疾患は、身体の抵抗力を低下させる。
③ストレスがある。
④妊娠による女性ホルモンの影響で歯ぐきに炎症が起こりやすい。 

自覚症状が乏しいため、放置されることがしばしばです。
歯周病が気づかないうちに進行してしまう前に、検診を受けて
お口の状態を知りましょう。

地域包括支援センターへの
お電話はお気軽に・・

地域包括支援センターは、介護が必要な高齢者やその
ご家族のために必要なサービスのことなど、いろいろな
相談にお応えする場所です。お気軽にお電話ください。

☎７４－８０６５

み
な
べ
町
介
護
予
防
事
業

「
み
な
べ・
お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
」の
ご
案
内

〜
白
浜
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
で
、心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
〜
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　農業は、自然の影響を直接的に受けることが
多い産業です。このため、農業共済は、農業者が
不慮の事故によって受けることのある損失を補
填して農業経営の安定を図り、農業生産力の発
展に資することを目的とし、国の政策保険として
運営されています。
　風水害、冷害及び干害等の自然災害や病害虫
などによって受けた損失を補償する公的保険制
度です。災害への備えとしてご活用ください。

　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校普通科、および生涯学習通信講
座の生徒・受講者を募集しています。

●自衛隊幹部候補生（一般・技術）　
応募資格　22歳以上26歳未満の者
●歯科・薬剤科幹部候補生
応募資格　専門大卒20歳以上30歳未満の者
●医科・歯科幹部自衛官
応募資格　医師、歯科医師の免許取得者

受付期間は４月25日まで
●予備自衛官補（一般・技能）
応募資格　（一般）18歳以上34歳未満の者
　　　　　（技能）18歳以上で国家免許資格等を有する者

受付期間は４月２日まで

■加入申込期間

お問い合わせは、和歌山南部農業共済組合（℡22－０７０４）へ。

果樹共済
みかん・うめ・
すもも等
６月30日まで

園芸施設共済
随時

ＮＨＫ学園  生徒募集中！

■募集内容
　平成26年度高等学校普通科（３年制）生徒および生涯学習通信講座
　受講者
■出願期間
　高等学校普通科（一般入学）＝４月30日まで
　生涯学習通信講座＝通年申込受付

【資料請求・問い合せ先】
ＮＨＫ学園　℡０４２－５７２－３１５１（代表）
案内書請求フリーダイヤル　０１２０－０６－８８８１

ホームページでも
ご案内しています。

お問い合わせ・資料請求は、役場総務課または自衛隊御坊地域事務所へ
〒６４４－００１２　御坊市湯川町小松原４１０－１　丸仁第１ビル１階
電話０７３８－２３－００２０
携帯０７０－６５８９－０３２７又は０７０－６５９１－１０１０
（平日の午前９時～午後６時まで）
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

ＮＯＳＡＩなんぶからお知らせ
農業共済制度をご活用ください
ＮＯＳＡＩなんぶからお知らせ
農業共済制度をご活用ください

防衛省自衛隊は、次のとおり自衛官を募集します。

自衛官募集今こそ君の力を！



乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

４・10か月児健診
（平成25年5月・11月生まれ） 13：00～13：30

実　施　日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間

13：00～13：30

3月11日（火）

3月19日（水）3歳６か月児健診
（平成22年8月・9月生まれ）

★参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。★

トレーニング教室
～はあと館（社会福祉センター）～～はあと館（社会福祉センター）～

3月7日（金）・14日（金）・28日（金）

予防接種 （ 場所 ふれ愛センター ）

麻しん風しん（Ⅱ期）

対象：平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ

13：00～13：20

実　施　日予 防 接 種 名 受 付 時 間
4月 4日（金）
4月18日（金）

センター
だより
センター
だより

（保健福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

18：00～20：00

トレーニングマシン等による自由運動

20：00～21：00

健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽しい体操です。）

献血にご協力をお願いします

ひな祭り
高城保育所（℡75-2044）  3日（月） 10：00～11：00

親子で遊ぼう
南部保育所（℡72-4520）  4日（火） 10：00～11：00

お外で自由遊び
清川保育所（℡76-2251）  4日（火） 10：00～11：00
上南部保育所（℡74-3022）  4・18日（火） 10：00～11：00

田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人
であることを証明できるもの（運転免許証など）をご
持参ください。

9：00～11：00 晩稲区民会館前
12：00～14：00 井口食品㈱様前
14：30～16：30 ふれ愛センター

3月28日（金）

◆高齢者肺炎球菌ワクチン

70歳以上（昭和19年４月１日生まれの方まで）

◆風しんワクチン

○妊娠を予定または希望している女性
（昭和38年５月22日～平成７年３月31日生まれの方）
○妊娠している女性の配偶者

高齢者肺炎球菌ワクチン及び
風しんワクチン予防接種を

助成しています

対象者

対象者

※愛之園保育園はお休み

※清川保育所は雨天中止

《平成26年３月31日まで》

女性の健康週間
《３月１日（土）～８日（土）》

平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方
　平成17年度から21年度にかけて日本脳炎予防接
種の積極的勧奨が差し控えられていたため、接種（合
計４回）できていない方がいます。
　接種を希望される方はふれ愛センターまでお問い合
わせください。

　女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した日々 を自
立して過ごすためには、生活の場（家庭・地域・職域・学
校）を通じて、女性の様々な健康問題を社会全体で総
合的に支援することが重要です。何か心配なことがあ
りましたら、ふれ愛センター保健師までご相談ください。
子宮がん・乳がん検診の受診は３月末までに忘れずに！
　昨年５月に子宮がん検診、乳がん検診のクーポン券
（病院で受ける無料券）をもらっている方は、３月末まで
に忘れずに受診してください。

高校３年生相当のみなさま
日本脳炎予防接種はお済みですか
対象者

（南部ライオンズクラブ・町共催）
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　お子さんの「予防接種を忘れている」というものはないで
しょうか。定期の予防接種は、予防接種法により接種回数や
対象年令が定められています。下表の予防接種一覧表を
確認して、まだ受けていないものなどがありましたら、かかり
つけのお医者さんか、ふれ愛センター保健師にご遠慮なくご
相談ください。
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日　時 ： 3月13日（木）13：30～15：00
場　所 ： ふれ愛センター
対　象 ： 妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容 ： 胎児ちゃん人形でおなかの赤ちゃんを
　　　　イメージしよう
　　　　出産に向けて助産師からアドバイス

マタニティー＆ベビーサロン３月１日～７日「子ども予防接種週間」

定期の予防接種一覧表

＊注１　平成24年11月より４種混合ワクチンが開始されました。
＊注２　平成24年９月より不活化ポリオワクチンに変更しました。
＊注３　平成17年度から平成21年度にかけて、日本脳炎ワクチンの積極的な接種勧奨の差し控えにより接種機会を逃した方に対する接種機会の確保が図られることとなりました。
＊注４　子宮頸がん予防ワクチンは、平成25年４月から定期接種になりましたが、平成25年６月14日付けの国の通知により、現在、子宮頸がんワクチンの接種を積極的にはお勧めして
　　　 いません。接種に当たっては、有効性とリスクを理解した上で受けてください。

ＢＣＧ（結核）

ヒブ

４種混合（ジフテリア・
百日せき・破傷風・
ポリオ）

３種混合（ジフテリア・
百日せき・破傷風）

２種混合（ジフテリア・破傷風）

小児用肺炎球菌

ＭＲ（麻しん・風しん）

日本脳炎

ポリオ
                    ＊注2

＊注3

＊注1

子宮頸がん予防
＊注4

接種
開始時期

接種
開始時期

１期初回

１期追加

１期初回

１期追加

2期

初回

追加

１期

２期

１期初回

１期追加

２期

生後１歳に至るまで

生後２から７か月に至るまで

生後７から12か月に至るまで

生後12から60か月に至るまで

生後２から７か月に至るまで

生後７から12か月に至るまで

生後12から24か月に至るまで

生後24から60か月に至るまで

生後３から90か月に至るまで

生後３から90か月に至るまで

11歳以上13歳未満

生後３から90か月に至るまで

生後12から24か月に至るまで

年長児相当

年少児相当

年中児相当

９から13歳未満及び特例対象者

1回

4回

3回

1回

4回

3回

2回

1回

3回

1回

3回

1回

1回

3回

1回

1回

1回

2回

1回

1回

3回

3回

サーバリックス
（２価）
ガーダシル
（4価）

中学１年生から高校１年生の
年齢相当の女子

・ 27(20)日から56日の間隔をあけて３回
・ 3回終了後７から13か月の間隔をあけて１回

・ 27(20)日から56日の間隔をあけて２回
・ 2回終了後７から13か月の間隔をあけて１回

60日以上の間隔をあけて２回

20から56日の間隔をあけて３回

初回3回終了後6か月以上の間隔をあけて１回

20から56日の間隔をあけて３回

初回３回終了後６か月以上の間隔をあけて１回

20日以上の間隔をあけて３回

初回３回終了後６か月以上の間隔をあけて１回

６から28日の間隔をあけて２回

初回２回終了後おおむね１年以上の間隔をあけて１回

１回目を０月として、以降１か月、６か月の間隔をあける

１回目を０月として、以降２か月、６か月の間隔をあける

・ 27日以上の間隔をあけて３回
・ 3回終了後60日以上の間隔をあけて生後12か月
  以降に１回

・ 27日以上の間隔をあけて2回
・ 2回終了後60日以上の間隔をあけて生後12か月
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予防接種名 対象年齢 接種間隔接種
回数

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

◆春季全国火災予防運動・全国山
火事予防運動・車両火災予防運動
（1日～7日）
◆女性の健康週間（1日～8日）
◆平成25年分の所得税および復

興特別所得税の確定申告（～3月
17日）
◆自殺対策強化月間
◆海外安全・パスポート管理促進
キャンペーン

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン
◆共同募金運動
◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～4月1日）
◆緑の募金（～5月31日）

1
■ひかり保、新入園児体験入園
■南部幼、町ジュニアバンド来園
■愛之園保、おやつバイキング
■岩代小、ダンボール・アルミ缶回収
■岩代大梅林、プララとサイコロ
ゲーム（12：00～、14：00～）・縁日
■南部梅林、紙芝居（13：30～）

■岩代大梅林、獅子舞（11：30～・
13：00～）・もちまき（14：00～）

2

6 8
■ひかり保・高城保・岩代小、お別
れ遠足
■高城小6年、茶話会
■人権・行政・登記相談（13：30
～・ふれ愛センター）

■上南部保・愛之園保、お別れ遠足
■高城小、お別れ集会
■町内各中学校、卒業式

■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■さいとうしのぶさんの講演会
（14：00～・南部公民館）
■日高地方障害児者のつながりを
広める文化祭（10：00～・御坊市
立体育館）

97消防記念日

13 15
■ひかり保、絵本の読み聞かせ
■上南部保、お別れ会
■清川保、お別れ遠足
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（15：30～）
■愛之園保、お別れパーティ＆誕
生会

■南部保・上南部保・高城保・南部
幼、避難訓練
■清川中3年茶話会

■梅の里中学校軟式野球大会（16
日・21日）

1614

20 22
■高城保、お別れ会
■清川保、避難訓練
■愛之園保、お別れパーティ＆誕
生会
■町内各小学校、卒業式

■清川中、修了式・閉校式

2321春分の日 世界水の日 世界気象デー

27 29
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■南部保・上南部保・清川保、卒園
式
■愛之園保、卒園・修了式
■町内各小・中学校、離任式
■本の巡回展示（上南部分館）
■献血（9：00～11：00晩稲区民
会館前、12：00～14：00井口食
品㈱前、14：30～16：30ふれ愛
センター）

■高城保、卒園式 ■本の巡回展示（ゆめよみ館・～
4月6日）

3028

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●６日（木）13：30～15：30
◇ふれ愛センター（東本庄）で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇はあと館（片町）で

●27日（木）13：00～15：00　
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●８日（土）（9：30～16：00）年金
相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

（IP電話・PHSからは
℡03-6700-1165へ）

月～金曜日
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日

午前9：30～午後4：00

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

◆春季全国火災予防運動・全国山
火事予防運動・車両火災予防運動
（1日～7日）
◆女性の健康週間（1日～8日）
◆平成25年分の所得税および復

興特別所得税の確定申告（～3月
17日）
◆自殺対策強化月間
◆海外安全・パスポート管理促進
キャンペーン

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン
◆共同募金運動
◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～4月1日）
◆緑の募金（～5月31日）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
し い こ と は、保 健 福 祉 課（℡
72-2544）へ。

3 4 5
■南部保・南部幼、お別れ遠足
■白梅幼、避難訓練
■南部小、授業参観・教育講演会
■おひさま広場（保育所開放10：
00～）、親子で遊ぼう・南部保、自
由遊び・上南部保・清川保

■南部保、絵本の読み聞かせ■愛之園保・ひかり保・高城保・上
南部保・白梅幼・南部幼、ひなまつ
り会
■おひさま広場（保育所開放10：
00～）、ひなまつり・高城保
■町議会定例会（３月議会）開会予定

10 11 12
■ひかり保・愛之園保、避難訓練
■高城保、クッキング
■上南部小・岩代小、お別れ集会
■4・10か月児健診（13：00～・ふ
れ愛センター）
■梅の里カメラクラブ写真展（～
25日・ゆめよみ館）
■県立高校入試（～12日）

■南部保、クッキング（お別れ会）
■高城保、お別れ会食・絵本の読み
聞かせ
■岩代小、きしゅう君の家訪問
■南部幼、お別れ会
■育児講座 H25年度お別れ会
（10：00～・ふれ愛センター）

農山漁村女性の日

17 18 19
■清川小、フラワーアレンジメント
■おひさま広場（保育所開放10：
00～）、自由遊び・上南部保
■南部長寿大学（14:00～・南部公
民館）

■清川保、お別れ会
■南部幼、卒園式
■3歳6か月児健診（13：00～・ふ
れ愛センター）

■町県民税の申告・所得税の確定
申告受付終了

食育の日

24 25 26
■ひかり保、修了式
■本の巡回展示（高城公民館）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（14：30～）

■清川保、絵本の読み聞かせ
■本の巡回展示（清川公民館）
各納期
水道料金・公共下水道使用料（1・2
月分）/農業集落排水使用料（2・3
月分）の各口座振替

■白梅幼・ひかり保、卒園式
■南部幼・町内各小・中学校（清川中
除く）、修了式
■高城中、閉校式

31
■町立保育所、修了式
各納期
水道料金・公共下水道使用料（1・2
月分）/農業集落排水使用料（2・3
月分）の各窓口納付

世界結核デー
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毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線
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◆春季全国火災予防運動・全国山
火事予防運動・車両火災予防運動
（1日～7日）
◆女性の健康週間（1日～8日）
◆平成25年分の所得税および復

興特別所得税の確定申告（～3月
17日）
◆自殺対策強化月間
◆海外安全・パスポート管理促進
キャンペーン

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン
◆共同募金運動
◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～4月1日）
◆緑の募金（～5月31日）

1
■ひかり保、新入園児体験入園
■南部幼、町ジュニアバンド来園
■愛之園保、おやつバイキング
■岩代小、ダンボール・アルミ缶回収
■岩代大梅林、プララとサイコロ
ゲーム（12：00～、14：00～）・縁日
■南部梅林、紙芝居（13：30～）

■岩代大梅林、獅子舞（11：30～・
13：00～）・もちまき（14：00～）

2

6 8
■ひかり保・高城保・岩代小、お別
れ遠足
■高城小6年、茶話会
■人権・行政・登記相談（13：30
～・ふれ愛センター）

■上南部保・愛之園保、お別れ遠足
■高城小、お別れ集会
■町内各中学校、卒業式

■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

■さいとうしのぶさんの講演会
（14：00～・南部公民館）
■日高地方障害児者のつながりを
広める文化祭（10：00～・御坊市
立体育館）

97消防記念日

13 15
■ひかり保、絵本の読み聞かせ
■上南部保、お別れ会
■清川保、お別れ遠足
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（15：30～）
■愛之園保、お別れパーティ＆誕
生会

■南部保・上南部保・高城保・南部
幼、避難訓練
■清川中3年茶話会

■梅の里中学校軟式野球大会（16
日・21日）

1614

20 22
■高城保、お別れ会
■清川保、避難訓練
■愛之園保、お別れパーティ＆誕
生会
■町内各小学校、卒業式

■清川中、修了式・閉校式
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■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■南部保・上南部保・清川保、卒園
式
■愛之園保、卒園・修了式
■町内各小・中学校、離任式
■本の巡回展示（上南部分館）
■献血（9：00～11：00晩稲区民
会館前、12：00～14：00井口食
品㈱前、14：30～16：30ふれ愛
センター）

■高城保、卒園式 ■本の巡回展示（ゆめよみ館・～
4月6日）
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●６日（木）13：30～15：30
◇ふれ愛センター（東本庄）で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇はあと館（片町）で

●27日（木）13：00～15：00　
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●８日（土）（9：30～16：00）年金
相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

（IP電話・PHSからは
℡03-6700-1165へ）

月～金曜日
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
第２土曜日

午前9：30～午後4：00

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

◆春季全国火災予防運動・全国山
火事予防運動・車両火災予防運動
（1日～7日）
◆女性の健康週間（1日～8日）
◆平成25年分の所得税および復

興特別所得税の確定申告（～3月
17日）
◆自殺対策強化月間
◆海外安全・パスポート管理促進
キャンペーン

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン
◆共同募金運動
◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～4月1日）
◆緑の募金（～5月31日）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
し い こ と は、保 健 福 祉 課（℡
72-2544）へ。

3 4 5
■南部保・南部幼、お別れ遠足
■白梅幼、避難訓練
■南部小、授業参観・教育講演会
■おひさま広場（保育所開放10：
00～）、親子で遊ぼう・南部保、自
由遊び・上南部保・清川保

■南部保、絵本の読み聞かせ■愛之園保・ひかり保・高城保・上
南部保・白梅幼・南部幼、ひなまつ
り会
■おひさま広場（保育所開放10：
00～）、ひなまつり・高城保
■町議会定例会（３月議会）開会予定

10 11 12
■ひかり保・愛之園保、避難訓練
■高城保、クッキング
■上南部小・岩代小、お別れ集会
■4・10か月児健診（13：00～・ふ
れ愛センター）
■梅の里カメラクラブ写真展（～
25日・ゆめよみ館）
■県立高校入試（～12日）

■南部保、クッキング（お別れ会）
■高城保、お別れ会食・絵本の読み
聞かせ
■岩代小、きしゅう君の家訪問
■南部幼、お別れ会
■育児講座 H25年度お別れ会
（10：00～・ふれ愛センター）

農山漁村女性の日

17 18 19
■清川小、フラワーアレンジメント
■おひさま広場（保育所開放10：
00～）、自由遊び・上南部保
■南部長寿大学（14:00～・南部公
民館）

■清川保、お別れ会
■南部幼、卒園式
■3歳6か月児健診（13：00～・ふ
れ愛センター）

■町県民税の申告・所得税の確定
申告受付終了

食育の日

24 25 26
■ひかり保、修了式
■本の巡回展示（高城公民館）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（14：30～）

■清川保、絵本の読み聞かせ
■本の巡回展示（清川公民館）
各納期
水道料金・公共下水道使用料（1・2
月分）/農業集落排水使用料（2・3
月分）の各口座振替

■白梅幼・ひかり保、卒園式
■南部幼・町内各小・中学校（清川中
除く）、修了式
■高城中、閉校式

31
■町立保育所、修了式
各納期
水道料金・公共下水道使用料（1・2
月分）/農業集落排水使用料（2・3
月分）の各窓口納付
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